
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感性の磨き方 

岡崎市現職研修委員会図工・美術部 

部長 長谷川 勝一 
 

 何気ない日常の中で、ふと心動かされる場面がある。旅先で見た美しい景色、雑貨屋の棚で

見たユニークな置物、道端で見つけた小さな花、見慣れた街並みが黄昏色に染まる瞬間。「あっ、

きれい」「これ、おもしろいね」「美しい」。一瞬の感動を思わず言葉にすることがある。しかし

多くの場合、その感動は数分後には消え、もとの日常に戻ってしまう。心動く瞬間は人によっ

て異なるであろうが、その一瞬に気づき、感じ取る鋭敏な感性は、いくつになっても失いたく

ないものである。 

 年齢を問わず、美しいと感じたものを素直に「美しい」と受け止める感性は、初期の段階で

は極めて直感的、感覚的なものである。それ故に、時間の経過とともに意識化されたものが無

意識へと薄れていく。自分はなぜ美しいと感じたのか、この問いをもつことによって、美への

意識はより強固となり、心に残る感動となる。「なぜ美しいと感じたのか」。この問いを求める

際に働くのが、「造形的な見方・考え方」である。 

 自分が美しいと感じたのは、色彩の組み合わせによる効果、純粋な色彩の美しさなのか。異

種または同種の形を組み合わせることによって生み出される効果、フォルムそのものの美なの

か。あるいは、用いられた素材の組み合わせや素材感、仕上げられた表面の感じ、光の種類や

強弱による色や形態の見え方によってなのか。 

このように、様々な造形的な見方を基に対象とかかわる行為は、対象の造形的な美しさと結

びつく。そして、どの造形的な見方をすると、自分が感じた美しさの根拠となるかを、繰り返

し問い、考える。この活動が「対象を深く味わう」という行為である。感性はこういった体験

によって磨かれる。年齢は関係ない。大人は大人で、子供は子供なりに磨けばよいのだ。造形

的な見方・考え方を働かせ、豊かな感性を育むことは、図工・美術の枠にとらわれない、人生

そのものを豊かにすることだと言ってよい。 

 

令和５年度 図工・美術部報 

    発行：７月２０日（木） 

 

① 授業力・教師力アップセミナー 基礎編 

〇日 時 ７月２６日（水）受付８：４５～ 講義・研修９：００～１１：３０ 

〇場 所 少年自然の家 

〇内 容 ネイチャークラフト体験 

〇講 師 髙橋 誠 様 

② 授業力・教師力アップセミナー 専門編 

〇日 時 ８月１日（火）受付８：３０～  講義・研修９：００～１１：３０ 

〇場 所 総合学習センター研修室１，２ 

〇内 容 水彩絵の具の効果的な使い方、魅力ある題材づくり 

〇講 師 堀口 宏章、中根 勅子 

③ 三河教育研究会 造形部夏季研修会 

〇日 時 ８月２日（水）受付１３：００  講義・研修１３：３０～１５：５５ 

〇場 所 豊川市文化会館 中ホール 

〇内 容 図画工作を学ぶ意味～ひらめきの生まれるところ～ 

〇講 師 奥村 高明 様 

図工・美術部  夏季研修会のお知らせ 



 

自主研修会についてのアンケート 
 

 図工・美術部の今後の自主研修会について、みなさまからの要望や 

困り感に添った内容を取り上げていきたいと考えています。そこで、 

ＱＲコードを読み取っていただくか、下記の URLにアクセスをして 

いただき、Formsのアンケートに９月１日（金）までにお答え 

ください。よろしくお願いいたします。 

アンケートＵＲＬ：https://forms.office.com/r/gxFUJupBKw 

 
図工・美術部  ＷＥＢ資料活用のお知らせ 

 図工・美術の授業で児童・生徒に見せる参考作品に… 

先生方の教材研究用として… 

おかざきっ子展の題材アイデアとして… 

 WＥＢ資料 を、ぜひご活用ください！ 
 

① 「リトル絵画作品集」       ②「実践事例集」 
 

※各学校のおかざきっ子展作品実践事例が、 

学校別に見ることができます。制作手順 

も記載されていて、参考になります！ 

（各校１学年のみ掲載されています。） 

 

※過去のリトルアーティスト作品展入賞者の作品が、 

学年別に見ることができます。拡大して、細かな筆 

のタッチも見ることができます！  

（校内のネットワークでのみ閲覧可能です。） 

 

≪ＷＥＢ資料の閲覧方法≫ 
 

①「ＯＫリンク」を開く。 

②「現職研修委員会ホームページ」 

をクリックして開く。 

③「図工・美術部」をクリック。 

 

https://forms.office.com/r/gxFUJupBKw

